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はじめに 
 

本書には、WEB申告を使用する場合の、各種申告機能の操作の流れなどを記載しております。 

年末調整処理の全体的な流れなど、年末調整業務担当者向けの内容につきましては、別紙をご覧ください。 

 

・2026年年末調整手順書_申告業務編.pdf （年末調整業務担当者向け） 

事前準備から、各種申告書の回収までの手順を記載しております。 

紙の申告書を回収する運用、WEB申告を使用して回収する運用 の両方に対応しております。 

 

・2026年年末調整手順書_WEB申告.pdf （社員向け） ※本書です 

WEB申告を使用する場合の、各種申告機能の操作の流れなど、社員向けの手順を記載しております。 

 

・2026年年末調整手順書_本編.pdf （年末調整業務担当者向け） 

各種申告書を回収した後の、計算処理、届書出力などの手順を記載しております。 
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 [目次に戻る] 

WEBによる申告書入力 
 

自身のPC（もしくはスマートフォン）から以下の申告を登録、提出を行います。 

ナビゲーションに従って画面の質問に回答することで、申告書が作成されます。 

・2026年（令和8年）給与所得者の扶養控除等申告書（当年分） 

・2026年（令和8年）給与所得者の基礎控除申告書 兼 配偶者控除等申告書 兼  

特定親族特別控除申告書 兼 所得金額調整控除申告書 

・2026年（令和8年）給与所得者の保険料控除申告書 

・2027年（令和9年）給与所得者の扶養控除等申告書（翌年分） 

 

 

基本的な操作方法 

WEB画面の「TAX 年末調整」ボタンから申告書の入力を始めます。 

※使用可能な期間は年末調整業務担当者により制限されており、期間外の場合はご利用いただけません。 

     

「TAX 年末調整」ボタンをクリックすると、以下の画面が表示されます。 

    

処理年 

当年 

当年 

当年 

翌年 

翌年分の扶養控除申告書は、当年分の扶養控除申告書 

の入力が完了すると、作成可能となります。 

保険料控除申告書は、当年分の扶養控除申告書 

の入力が完了すると、作成可能となります。 
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「作成開始」をクリックすると、申告書の入力画面が表示されますので、画面に表示される内容を 

ご確認のうえ、回答、入力を行ってください。 

 

    

 

回答の途中で前の質問に戻る場合は、左下の「1つ前の質問へ戻る」をクリックします。 

左側の「ナビゲーション」を使用すると、選択した画面まで戻ります。 

※戻る操作のみ可能です。質問をスキップして先へ進むことはできません。 

※スマートフォンをご利用の場合、左下に「特定の質問へ戻る」が表示されます。 

 クリックすることにより「ナビゲーション」が表示されます。 

 

回答途中で画面から離れたときは、そこまでの回答が保存されます。 

この場合、トップ画面の表示が「前回の続き」に変わります。 

「前回の続き」をクリックすると、前回中断した画面が表示され、続きの内容を入力できます。 

    

 

入力が完了すると、トップ画面の表示が「内容確認」に変わります。 

「内容確認」をクリックすると、最終確認画面（申請時の最後に表示される画面）が表示されます。 

    

 

 

※申告書作成中に、表示されている人事情報が間違っていた場合は、登録を一旦休止して人事担当者へ 

 連絡してください。 

※「現在、申告の期間外のためご利用いただけません。」と表示される場合は、申告期間が開始前 

 もしくは終了済の状態です。申告を行える具体的な期間は、年末調整業務担当者にご確認ください。 

※「必要な情報が作成されていません。管理担当者に連絡してください。」と表示される場合は、 

 申告書の基となるデータが作成されていない状態です。メッセージが表示された旨を年末調整業務 

 担当者へご連絡の上、データ作成を依頼してください。 

当年 
当年 

当年 
当年 

質問、通知事項と回答ボタン 

 内容は画面により異なります。 

 内容を確認、必要事項を入力のうえ、 

 ボタンをクリックして次へ進みます。 
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各申告書のフロー 
 

1．当年分 給与所得者の扶養控除等申告書、 

  基礎控除申告書 兼 配偶者控除等申告書 兼  

特定親族特別控除申告書 兼 所得金額調整控除申告書 
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【３. 配偶者】は、配偶者情報が登録されているか否か等により、表示される内容が異なります。 
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【５. 障害者】は、本人、配偶者、扶養親族が障害者に該当する場合のみ表示されます。 

 
 

【６. 所得金額調整控除】は、【2. 本人の所得】にて、所得金額調整控除要件「いずれかに該当する」を

選択した場合のみ表示されます。 

 

 

 

各画面の詳細は、1．当年分 給与所得者の扶養控除等申告書、基礎控除申告書 兼 配偶者控除等申告書 

兼 特定親族特別控除申告書をご参照ください。 
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●提出後は トップ画面が以下のように変わり、申告内容の変更が行えなくなります。 

     
 

当年 
当年 

当年 

翌年 

解説 



 

11 
 [目次に戻る] 

2．保険料控除申告書 

 

 

各画面の詳細は、2．保険料控除申告書 をご参照ください。 

 

申告する保険料が無い場合は、すべての画面で何も入力せず次へ進み、提出を行ってください。 
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●提出後は トップ画面が以下のように変わり、申告内容の変更が行えなくなります。 

     

 

 

 

当年 

当年 

当年 

翌年 

解説 
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3．翌年分 給与所得者の扶養控除等申告書 
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【３. 配偶者】は、配偶者情報が登録されているか否かにより、表示される内容が異なります。 
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【５. 障害者】は、本人、配偶者、扶養親族が障害者に該当する場合のみ表示されます。 

 

 

 

各画面の詳細は、3．翌年分 給与所得者の扶養控除等申告書 をご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●提出後は トップ画面が以下のように変わり、申告内容の変更が行えなくなります。 

   

 

 

 

当年 
当年 

当年 

翌年 

解説 
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機能説明 
 

1．当年分 給与所得者の扶養控除等申告書、基礎控除申告書 

兼 配偶者控除等申告書 兼 特定親族特別控除申告書 兼 所

得金額調整控除申告書                   
 
前提事項、事前準備画面 
扶養控除等申告書、基礎・配偶者・特親・所得金額調整控除申告書を作成する際の前提事項、事前準備 

が表示されます。内容を確認し、「了解しました」をクリックします。 
 

  
 

1. 基本情報 
 

1-1. 基本情報 

表示される基本情報を確認のうえ、次へ進みます。 

 

※本名、生年月日、障害者区分に誤りがある場合は、別途基本情報の変更が必要です。 

 申告書の登録を休止し、人事担当者へ連絡してください。 

 

当年 

当年 
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1-2. 勤労学生 

表示される勤労学生の要件を確認のうえ、あなたが勤労学生に該当するか否かを回答します。 

 

 

1-2-1. 勤労学生情報登録 

（1-2. にて「はい」を選択した場合のみ表示されます） 

学校名と入学年月日を入力します。 

 
 

 

1-3. 住所情報 

表示される住所を確認のうえ、実際に住民票を提出している住所と同じか否かを回答します。 

 

   ※表示内容に誤りがある場合（「いいえ」を選択した場合）は、別途住所の変更が必要です。 

    所定の変更手続きを行ってください。 
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1-４. 世帯主確認 

表示される世帯主の氏名と続柄を確認のうえ、内容が正しいか否かを回答します。 

 

 

1-4-1. 世帯主入力 

（1-4. にて「いいえ」を選択した場合 もしくは 世帯主が未登録の場合のみ表示されます） 

世帯主の氏名と続柄を入力します。 
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2. 本人の所得 

 

2-1. 本人の所得見積 

給与収入金額、給与所得以外の所得金額を入力します。 

給与収入金額を入力すると所得金額が自動計算されます。 

 

※給与所得以外の所得金額には、給与以外の収入金額から、必要経費や所得控除額を控除した残額を 

 入力してください。 

    

 

2-1-1. 所得金額調整控除の通知１ 

（2-1. にて入力した給与収入金額が850万円超、かつ本人が特別障害者の場合に表示されます） 

これまでの入力内容に応じた通知事項が表示されますので、内容を確認のうえ、次へ進みます。 

    

 

 

 

 

 

当年 

給与所得金額は自動算出されます。 

計算方法は、画面下の表のとおりです。 
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2-1-２. 所得金額調整控除確認 

（2-1. にて入力した給与収入金額が850万円超、かつ本人が特別障害者でない場合に表示されます） 

表示される要件を確認のうえ、該当するか否かを回答します。 

    
 

2-1-３. 所得金額調整控除の通知２ 

（2-1. にて算出された所得金額が1000万円超の場合のみ表示されます） 

これまでの入力内容に応じた通知事項が表示されますので、内容を確認のうえ、次へ進みます。 

 

 所得金額が1000万円超 2500万円以下 

  

  

 所得金額が2500万円超 
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3. 配偶者 

 

3-1. 配偶者情報確認 

（配偶者情報が登録されている場合のみ表示されます（*1）） 

表示される配偶者情報を確認のうえ、控除もしくは配偶者特別控除を申告するか否かを回答します。 

 

※配偶者の氏名、生年月日、障害者区分等に誤りがある場合は、別途家族情報の変更が必要です。 

 所定の変更手続きを行ってください。 

   

   

（*1） 

ここで言う配偶者とは、『社員登録 [家族]』に登録されている以下の対象者を指します。 

 ・該当年12/31時点で「続柄：配偶者」である 

 ・該当年1/1～12/31に死亡しており、「続柄：配偶者」である 

 ※控除対象配偶者区分は不問です。 

 

画面が表示される条件の詳細は以下の通りです。 

 ・配偶者が登録されている、かつ本人の所得が1000万円以下 

 ・配偶者が登録されている、かつ本人の所得が1000万円超 

かつ配偶者が「障害：一般障害」もしくは「障害：特別障害」 

 

該当する配偶者がいない場合は、3-2. 婚姻履歴確認画面 が表示されます。 
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3-1-1. 配偶者の所得見積 

（3-1. にて「申告する」を選択した場合 もしくは 本人所得が1000万円超1805万円以下かつ 

配偶者が「障害：一般障害」「障害：特別障害」でない場合のみ表示されます） 

配偶者の給与収入金額、給与所得以外の所得金額を入力します。 

金額を入力すると所得金額が自動計算されます。 

 

※給与所得以外の所得金額には、給与以外の収入金額から、必要経費や所得控除額を控除した残額を 

 入力してください。 

    
 

 

※配偶者に退職手当等がある場合は、「退職手当等がある」にチェックを入れて、退職所得を除いた 

 合計所得金額を入力します。 

    
 

 

当年 

給与所得金額は自動算出されます。 

計算方法は、画面下の表のとおりです。 
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3-1-2. 配偶者控除の通知 

これまでの入力内容に応じた通知事項が表示されますので、内容を確認のうえ、次へ進みます。 

 

 画面例） 

   
 表示される通知事項は以下の通りです。 

本人の条件 配偶者の条件 通知事項（メッセージ） 

本人の所得金額が 

1000万円以下 

配偶者の 

所得金額が62万円以下 

配偶者所得が62万円以下のため、配偶

者控除の適用を申告します。 

(Q-No.1034) 

配偶者の 

所得金額が62万円以下 

かつ 障害者に該当 

配偶者所得が62万円以下のため、配偶

者控除の適用を申告します。 

同じく、障害者控除の適用を申告しま

す。 

(Q-No.1035) 

配偶者の 

所得金額が62万円超 

133万円以下 

配偶者所得が133万円以下のため、配

偶者特別控除の適用を申告します。 

(Q-No.1038) 

配偶者の 

所得金額が62万円超 

133万円以下 

かつ障害者に該当 

配偶者所得が133万円以下のため、配

偶者特別控除の適用を申告します。 

但し、配偶者所得が62万円を超えるた

め、障害者控除の適用を受ける 

ことはできません。 

(Q-No.1039) 

配偶者の 

所得金額が133万円超 

かつ退職所得なし 

配偶者所得が133万円を超えるため、 

配偶者控除及び配偶者特別控除の適用を

受けることはできません。 

(Q-No.1041) 

配偶者の 

所得金額が133万円超 

かつ退職所得を除いたとき 

133万円以下 

配偶者所得が133万円を超えるため、 

配偶者控除及び配偶者特別控除の適用を

受けることはできません。 

但し、退職手当等を除いた配偶者所得が

133万円以下のため、 

住民税の「退職手当等を有する配偶者」

欄へ記載します。 

(Q-No.1082) 

配偶者の 

退職所得を除いた所得金額が

133万円超 

配偶者所得が133万円を超えるため、 

配偶者控除及び配偶者特別控除の適用を

受けることはできません。 

また、退職手当等を除いた配偶者所得が

133万円を超えるため、 
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住民税の「退職手当等を有する配偶者」

欄へ記載しません。 

(Q-No.1084) 

配偶者の 

所得金額が133万円超 

かつ退職所得なし 

かつ障害者に該当 

配偶者所得が133万円を超えるため、 

配偶者控除及び配偶者特別控除の適用を

受けることはできません。 

また、配偶者所得が62万円を超えるた

め、障害者控除の適用を受ける 

ことはできません。 

(Q-No.1042) 

配偶者の 

所得金額が133万円超 

かつ退職所得を除いたとき 

133万円以下 

かつ障害者に該当 

配偶者所得が133万円を超えるため、 

配偶者控除及び配偶者特別控除の適用を

受けることはできません。 

但し、退職手当等を除いた配偶者所得が

133万円以下のため、 

住民税の「退職手当等を有する配偶者」

欄へ記載します。 

また、配偶者所得が62万円を超えるた

め、障害者控除の適用を受けることはで

きません。 

(Q-No.1083) 

配偶者の 

退職所得を除いた所得金額が 

133万円超 

かつ障害者に該当 

配偶者所得が133万円を超えるため、 

配偶者控除及び配偶者特別控除の適用を

受けることはできません。 

また、退職手当等を除いた配偶者所得が

133万円を超えるため、 

住民税の「退職手当等を有する配偶者」

欄へ記載しません。 

また、配偶者所得が62万円を超えるた

め、障害者控除の適用を受けることはで

きません。 

(Q-No.1085) 

本人の所得金額が 

1000万円超 

配偶者の 

所得金額が62万円以下 

配偶者所得が62万円以下のため、障害

者控除の適用を申告します。 

(Q-No.1031) 

配偶者の 

所得金額が62万円超 

かつ退職所得なし 

配偶者所得が62万円を超えるため、 

障害者控除の適用を受けることはできま

せん。 

(Q-No.1030) 

配偶者の 

所得金額が62万円超 

かつ退職所得を除いたとき 

133万円以下 

配偶者所得が62万円を超えるため、 

障害者控除の適用を受けることはできま

せん。 

但し、退職手当等を除いた配偶者所得が

133万円以下のため、 
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住民税の「退職手当等を有する配偶者」

欄へ記載します。 

(Q-No.1080) 

配偶者の 

退職所得を除いた所得金額が 

133万円超 

配偶者所得が62万円を超えるため、 

障害者控除の適用を受けることはできま

せん。 

また、退職手当等を除いた配偶者所得が

133万円を超えるため、 

住民税の「退職手当等を有する配偶者」

欄へ記載しません。 

(Q-No.1081) 

 

3-1-3. 配偶者の住所確認 

（配偶者の所得金額が133万円以下の場合のみ表示されます） 

配偶者の住所情報を入力し、次へ進みます。 

   
 

3-2. 配偶者の確認 

（有効な配偶者情報が登録されていない場合のみ表示されます） 

配偶者の有無を回答します。 
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3-2-1. 過去の婚姻歴の確認 

（3-2. にて「いない」を選択し、かつあなたが女性である場合のみ表示されます） 

過去の婚姻歴について回答します。 

ここで回答する内容は、寡婦、ひとり親の判断に使用されます。 

   
 

3-2-2. 現在の事実婚の確認 

現在の事実婚について回答します。 

ここで回答する内容は、寡婦、ひとり親の判断に使用されます。 

   

 

3-2-3. 配偶者の税扶養確認 

（3-2. にて「いる」を選択した合のみ表示されます） 

配偶者が、配偶者控除等の対象であるかを回答します。 

    
 

※配偶者控除等の対象である場合は、別途家族情報の変更が必要です。 

 所定の変更手続きを行ってください。 
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4. 扶養親族 

 

4-1. 扶養親族確認 

（扶養親族情報が登録されている場合のみ表示されます（*1）） 

扶養控除申告書へ記載する対象者に不足などがないか確認のうえ、追加、除外を選択します。 

 

※扶養親族の氏名、生年月日、障害者区分に誤りがある場合は、別途家族情報の変更が必要です。 

 所定の変更手続きを行ってください。 

    
 

（*1） 

ここで言う扶養親族とは、『社員登録 [家族]』に登録されている以下の対象者を指します。 

 ・該当年12/31時点で「扶養親族：対象」である 

 ・該当年1/1～12/31に死亡しており、「扶養親族：対象」である 

 

該当する扶養親族がいない場合は、4-2. 扶養親族確認画面２ が表示されます。 
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4-1-1. 扶養親族追加 

（追加操作を選択した場合のみ表示されます） 

『社員登録 [家族]』にて、「扶養親族：対象外」となっている親族が表示されます。 

扶養親族に追加する家族を選択し、事由、異動日を入力のうえ、次へ進みます。 

    

 

   ※対象者が表示されない場合（「扶養に加える親族が表示されていない」を選択した場合）は、 

    別途家族情報の変更が必要です。 

    所定の変更手続きを行ってください。 

 

4-1-2. 扶養親族除外 

（除外操作を選択した場合のみ表示されます） 

『社員登録 [家族]』にて、「扶養親族：対象」となっている親族が表示されます。 

扶養から除外する親族を選択し、事由、異動日を入力のうえ、次へ進みます。 

    
 

※4-1. にて「扶養親族を追加と除外」を選択した場合は、 

 4-1-1. 扶養親族追加、4-1-2. 扶養親族除外 を順に表示します。 
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4-2. 扶養親族確認2 

（扶養親族情報が登録されていない場合のみ表示されます（*1）） 

表示内容を確認のうえ、そのまま申告するか、扶養親族を追加するかを回答します。 

    

 

※「扶養親族を追加」を選択した場合は、 4-1-1. 扶養親族追加 を表示します。 

 

（*1） 

ここで言う扶養親族とは、『社員登録 [家族]』に登録されている以下の対象者を指します。 

 ・該当年12/31時点で「扶養親族：対象」である 

 ・該当年1/1～12/31に死亡しており、「扶養親族：対象」である 

 

 

4-3. 他の所得者が控除を受ける扶養親族等の確認 

同一生計内に所得者が２人以上いる場合に、あなた以外の所得者が控除を受ける扶養親族がいるか 

について回答します。 
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4-3-１. 他の所得者が控除を受ける扶養親族等の入力 

（４-３. にて「いる」を選択した場合のみ表示されます） 

あなた以外の所得者が控除を受ける扶養親族について入力します。 

    

  

「追加する」をクリックすると、4-3-1-1. 扶養親族の入力画面が表示されますので、必要事項を 

入力してください。 
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4-４. 扶養親族の公的年金 

公的年金を受給している扶養親族を選択します。 

    

 

4-5. 扶養親族の所得見積 

扶養親族の当年度の所得見積額（収入金額から74万円を控除した金額）を入力します。 

    

 

※所得金額が62万円を超える場合は扶養の対象とならないため、62万円を超える金額は入力 

 できません。（年齢が19歳以上23歳未満の場合、123万円を超える金額は入力できません。） 

 前の質問に戻り、対象者を扶養から除外してください。 

 

「入力」をクリックすると、4-5-1. 所得見積の入力画面が表示されますので、必要事項を入力して 

ください。 

 

 公的年金を受給していない扶養親族の場合 

    

当年 

当年 
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  公的年金を受給している扶養親族の場合 

    
 

※扶養親族に退職手当等がある場合は、「退職手当等がある」にチェックを入れて、退職所得を 

 除いた合計所得金額を入力します。 

     

 

当年 
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4-６. 扶養親族の住所居所 

表示される扶養親族の住所情報を確認のうえ、必要に応じて変更し、次へ進みます。 

  
 

「変更」をクリックすると、４-６-１. 住所居所の変更画面が表示されますので、必要事項を入力して 

ください。 

選択する扶養親族の条件により、入力内容が異なります。 

 

 16歳以上 

 
  ※非居住者に該当する場合は、「非居住者に該当」にチェックを入れて、詳細を入力します。 
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 16歳未満 

 

 

 16歳未満かつ障害者に該当 

 

 

5. 障害者 

 

5-1. 障害者情報登録 

（本人、配偶者、扶養親族が障害者に該当する場合のみ表示されます） 

障害の状態又は交付を受けている手帳などの種類と交付年月日、障害の程度(等級)などを入力します。 
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6. 所得金額調整控除 

 

６-1. 所得金額調整控除の通知 

（2-1-2. 所得金額調整控除確認 にて「いずれかに該当する」を選択し、かつ既に登録されている 

情報から判断して、下記要件のいずれかに該当する場合のみ表示されます。 

要件：本人が特別障害者／同一生計配偶者が特別障害者／扶養親族が特別障害者／扶養親族が年齢23 

歳未満） 

これまでの入力内容に応じた通知事項が表示されますので、内容を確認のうえ、次へ進みます。 

 

 画面例） 

 
 
 表示される通知事項は以下の通りです。 

条件 通知事項（メッセージ） 

本人が 

特別障害者 

あなたの給与の収入金額が 850万円を超え、下記の「要件」に該当するた

め所得調整控除の適用を申告します。 

  要件 

   ・あなた自身が特別障害者 

(Q-No.1087) 

同一生計配偶者が 

特別障害者 

あなたの給与の収入金額が 850万円を超え、下記の「要件」に該当するた

め所得調整控除の適用を申告します。 

  要件 

   ・同一生計配偶者(注)が特別障害者 

 

 (注)「同一生計配偶者」とは、あなたと生計を一にする配偶者（青色事業

専従者として給与の支払を受ける人及び白色事業専従者を除きます）で、本

年中の合計所得金額の見積額が62万円以下（給与所得だけの場合は、給与

の収入金額が136万円以下）の人をいいます。 

(Q-No.1088) 

扶養親族が 

特別障害者 

あなたの給与の収入金額が 850万円を超え、下記の「要件」に該当するた

め所得調整控除の適用を申告します。 

  要件 

   ・扶養親族が特別障害者 

(Q-No.1089) 

扶養親族が 

年齢23歳未満 

あなたの給与の収入金額が 850万円を超え、下記の「要件」に該当するた

め所得調整控除の適用を申告します。 

  要件 

   ・扶養親族が年齢23歳未満（平16.1.2以後生まれ） 

(Q-No.1090) 
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６-２. 所得金額調整控除確認 

（2-1-2. 所得金額調整控除確認 にて「いずれかに該当する」を選択し、かつ既に登録されている 

情報から判断して、下記要件のいずれにも該当しない場合のみ表示されます。 

要件：本人が特別障害者／同一生計配偶者が特別障害者／扶養親族が特別障害者／扶養親族が年齢23 

歳未満） 

所得金額調整控除に関して、該当する内容を選択します。 

 

 

  ※「あなた自身が特別障害者」「同一生計配偶者が特別障害者」に該当する場合は、別途本人情報、 

   配偶者情報の変更が必要です。 

   所定の変更手続きを行ってください。 
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６-３. 所得金額調整控除入力 

これまでの入力内容から、下記要件のいずれかに該当する場合に、対象者の情報が表示されますので、 

内容を確認のうえ、必要事項を入力し、次へ進みます。 

要件：同一生計配偶者が特別障害者／扶養親族が特別障害者／扶養親族が年齢23歳未満 

 

 同一生計配偶者が特別障害者 
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 扶養親族が特別障害者 

 
  
 扶養親族が年齢23歳未満 
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7. 確認画面 

1.～6. で申告した内容が表示されますので、内容を確認のうえ、問題ない場合は提出します。 

 

 

・訂正が必要な場合は、「1つ前の質問へ戻る」もしくは「ナビゲーション」を使用し、変更する画面 

まで戻ります。 

・提出後は、申告内容を変更できなくなります。 

提出後に変更が必要になった場合は、人事担当者へ連絡してください。 

 

 

 

 

 

当年 
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2．保険料控除申告書                   
 

前提事項、事前準備画面 
 
保険料控除申告書を作成する際の前提事項、事前準備が表示されます。 

内容を確認し、「了解しました」をクリックします。 

 
 

1. 基本情報の確認 
 

表示される基本情報を確認のうえ、次へ進みます。 

 
 

2. 準備内容の確認 
 

申告にあたり必要な書類が表示されますので、内容を確認のうえ、次へ進みます。 

 

当年 
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3. 生命保険料控除の特例の確認 

 

一般生命保険料控除に該当する23歳未満の扶養親族（お子さんなど）がいる方で 

新制度の一般生命保険料控除を申告する場合、対象となる扶養親族を選択、または追加します。 

申告しない場合は「選択しない」を選択し、次へ進みます。 
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4. 一般の生命保険料情報の入力 

 

令和8年中に支払った生命保険料の情報を、保険料控除証明書をもとに登録します。 

入力した保険料から保険料控除額が自動計算されます。 

（団体生命保険に加入している場合は、その保険料が表示されています） 

全ての項目に入力後、確認のうえ、次へ進みます。 

 

 

 
 

保険料情報を5件以上登録するには 

「入力行を増やす」をクリックします。 

空行が追加されますので、保険料情報を入力してください。 
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5. 介護医療保険料情報の入力 

 

令和8年中に支払った介護医療保険料の情報を、保険料控除証明書をもとに登録します。 

入力した保険料から保険料控除額が自動計算されます。 

（団体生命保険に加入している場合は、その保険料が表示されています） 

全ての項目に入力後、確認のうえ、次へ進みます。 

 

 

 

保険料情報を4件以上登録するには 

「入力行を増やす」をクリックします。 

空行が追加されますので、保険料情報を入力してください。 
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6. 個人年金保険料情報の入力 

 

令和8年中に支払った個人年金保険料の情報を、保険料控除証明書をもとに登録します。 

入力した保険料から保険料控除額が自動計算されます。 

（団体生命保険に加入している場合は、その保険料が表示されています） 

全ての項目に入力後、確認のうえ、次へ進みます。 

 

 

    

保険料情報を4件以上登録するには 

「入力行を増やす」をクリックします。 

空行が追加されますので、保険料情報を入力してください。 
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7. 生命保険料サマリー 

 

４.～６.で申告した内容が表示されますので、内容を確認のうえ、問題ない場合は次へ進みます。 

 

 

 

・訂正が必要な場合は、「1つ前の質問へ戻る」をクリックして、変更する画面まで戻ります。 
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8. 地震保険料情報の入力 

 

令和8年中に支払った地震保険料の情報を、保険料控除証明書をもとに登録します。 

入力した保険料から保険料控除額が自動計算されます。 

（団体生命保険に加入している場合は、その保険料が表示されています） 

全ての項目に入力後、確認のうえ、次へ進みます。 

 

 

 

保険料情報を3件以上登録するには 

「入力行を増やす」をクリックします。 

空行が追加されますので、保険料情報を入力してください。 
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9. 社会保険料情報の入力 

 

令和8年中に支払った社会保険料の情報を、証明書をもとに登録します。 

入力した保険料から保険料控除額が自動計算されます。 

（給与から差し引かれている社会保険料は、申告する必要はありません） 

入力、確認のうえ、次へ進みます。 

 

 

 

保険料情報を3件以上登録するには 

「入力行を増やす」をクリックします。 

空行が追加されますので、保険料情報を入力してください。 
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10. 小規模企業共済等掛金情報の入力 

 

令和8年中に支払った共済等掛金の情報を、証明書をもとに登録します。 

入力した保険料から控除額が自動計算されます。 

入力、確認のうえ、次へ進みます。 
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11. 確認画面 

 

1.～10. で申告した内容が表示されますので、内容を確認のうえ、問題ない場合は提出します。 

  

 

 

・訂正が必要な場合は、「1つ前の質問へ戻る」もしくは「ナビゲーション」を使用し、変更する画面 

  まで戻ります。 

・提出後は、申告内容を変更できなくなります。 

 提出後に変更が必要になった場合は、人事担当者へ連絡してください。 

 

 

 

当年 
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3．翌年分 給与所得者の扶養控除等申告書          
 
2026(令和8年)分 給与所得者の扶養控除等申告書の作成は、2026(令和8年)分 給与所得者の扶養 

控除等申告書の提出が前提になります。 

2026(令和 8 年)分 給与所得者の扶養控除等申告書の提出が完了すると、以下の画面になり「作成開始」 

が可能となります。 

 

 

 

前提事項、事前準備画面 
翌年分 扶養控除等申告書を作成する際の前提事項、事前準備が表示されます。 

内容を確認し、「了解しました」をクリックします。 

 

 
 

当年 

当年 

当年 

当年 

翌年 
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1. 基本情報 

 

1-1. 基本情報 

表示される基本情報を確認のうえ、次へ進みます。 

 

※本名、生年月日、障害者区分に誤りがある場合は、別途基本情報の変更が必要です。 

 申告書の登録を休止し、人事担当者へ連絡してください。 

 

 

1-2. 勤労学生 

表示される勤労学生の要件を確認のうえ、あなたが勤労学生に該当するか否かを回答します。 

 

 

1-2-1. 勤労学生情報登録 

（1-2. にて「はい」を選択した場合のみ表示されます） 

学校名と入学年月日を入力します。 

 

翌年 
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2. 本人の所得 
 

2-1. 本人の所得見積 

本年の所得を参考にして、翌年度の所得見積額を選択します。 

所得金額の計算方法がわからない場合は、「計算画面を表示」を選択します。 

 

 

2-1-1. 本人の所得見積計算画面 

給与収入金額、給与所得以外の所得金額を入力します。 

給与収入金額を入力すると所得金額が自動計算されます。 

 

※給与所得以外の所得金額には、給与以外の収入金額から、必要経費や所得控除額を控除した残額を 

 入力してください。 

 

 

翌年 

翌年 

給与所得金額は自動算出されます。 

計算方法は、画面下の表のとおりです。 
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3. 配偶者 

 

3-1. 配偶者情報確認 

（配偶者が登録されている場合のみ表示されます（*1）） 

（本人の所得が900万円以下 もしくは 本人の所得が900万円超、かつ配偶者が障害者に該当する 

 場合のみ表示されます） 

表示される配偶者情報を確認のうえ、控除を申告するか否かを回答します。 

 

※配偶者の氏名、生年月日、障害者区分に誤りがある場合は、別途家族情報の変更が必要です。 

 所定の変更手続きを行ってください。 

 

 

（*1） 

ここで言う配偶者とは、『社員登録 [家族]』に登録されている以下の対象者を指します。 

 ・該当年12/31時点で「続柄：配偶者」である 

 ・該当年1/1～12/31に死亡しており、「続柄：配偶者」である 

※控除対象配偶者区分は不問です。 

 

画面が表示される条件の詳細は以下の通りです。 

 ・配偶者が登録されている、かつ本人の所得が900万円以下 

 ・配偶者が登録されている、かつ本人の所得が900万円超 

かつ配偶者が「障害：一般障害」もしくは「障害：特別障害」 

 

 

 

 

 

 

 

 

翌年 
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3-1-1. 配偶者の所得見積 

配偶者の本年の所得を参考にして、翌年度の所得見積額を選択します。 

所得金額の計算方法がわからない場合は、「計算画面を表示」を選択します。 

 
 

3-1-1-1. 配偶者の所得計算画面 

配偶者の給与収入金額、給与所得以外の所得金額を入力します。 

給与収入金額を入力すると所得金額が自動計算されます。 

 

※給与所得以外の所得金額には、給与以外の収入金額から、必要経費や所得控除額を控除した 

 残額を入力してください。 

 

 

翌年 

翌年 

給与所得金額は自動算出されます。 

計算方法は、画面下の表のとおりです。 



 

56 
 [目次に戻る] 

3-1-2. 配偶者控除の通知 

これまでの入力内容に応じた通知事項が表示されますので、内容を確認のうえ、次へ進みます。 

 

 画面例） 

 
 
 表示される通知事項は以下の通りです。 

本人の条件 配偶者の条件 通知事項（メッセージ） 

本人の所得金額が 

900万円以下 

配偶者の 

所得金額が95万円以下 

（障害者に該当しない） 

配偶者所得が95万円以下のため、源泉控除配

偶者として申告します。 

(Q-No.3025) 

配偶者の 

所得金額が62万円以下 

かつ 障害者に該当 

配偶者所得が95万円以下のため、源泉控除配

偶者として申告します。 

また、配偶者所得が62万円以下のため、障害

者控除の適用を申告します。 

(Q-No.3023) 

配偶者の 

所得金額が62万円超 

95万円以下 

かつ 障害者に該当 

配偶者所得が95万円以下のため、源泉控除配

偶者として申告します。 

但し、配偶者所得が62万円を超えるため、障

害者控除の適用を受ける 

ことはできません。 

(Q-No.3026) 

配偶者の 

所得金額が95万円超 

（障害者に該当しない） 

配偶者所得が95万円を超えるため、 

源泉控除対象配偶者としての申告はできませ

ん。 

(Q-No.3028) 

配偶者の 

所得金額が95万円超 

かつ障害者に該当 

配偶者所得が95万円を超えるため、源泉控除

対象配偶者としての申告はできません。 

また、配偶者所得が62万円を超えるため、障

害者控除の適用を受けることはできません。 

(Q-No.3029) 

本人の所得金額が 

900万円超 

配偶者の 

所得金額が62万円以下 

かつ障害者に該当 

配偶者所得が62万円以下のため、障害者控除

の適用を申告します。 

(Q-No.3017) 

配偶者の 

所得金額が62万円超 

かつ障害者に該当 

配偶者所得が62万円を超えるため、障害者控

除の適用を受けることはできません。 

(Q-No.3018) 
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3-1-3. 配偶者の住所確認 

（本人の所得が900万円以下、かつ配偶者の所得金額が95万円以下の場合のみ表示されます） 

配偶者の住所情報を入力し、次へ進みます。 

 

 

3-2. 配偶者情報確認２ 

（配偶者が登録されている場合のみ表示されます） 

（本人の所得が900万円超かつ配偶者が障害者に該当しない場合のみ表示されます） 

表示される配偶者情報を確認のうえ、次へ進みます。 

 
 

3-３. 配偶者情報に関する通知 

（有効な配偶者情報が登録されていない場合のみ表示されます） 

内容を確認のうえ、次へ進みます。 

 

 

 

翌年 
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4. 扶養親族 

 

4-1. 扶養親族確認 

（扶養親族情報が登録されている場合のみ表示されます（*1）） 

扶養控除申告書へ記載する対象者に不足などがないか確認のうえ、追加、除外を選択します。 

 

※扶養親族の氏名、生年月日、障害者区分に誤りがある場合は、別途家族情報の変更が必要です。 

 所定の変更手続きを行ってください。 

 
 

（*1） 

ここで言う扶養親族とは、『社員登録 [家族]』に登録されている以下の対象者を指します。 

 ・該当年12/31時点で「扶養親族：対象」である 

 ・該当年1/1～12/31に死亡しており、「扶養親族：対象」である 

 

該当する扶養親族がいない場合は、4-2. 扶養親族確認画面２ が表示されます。 
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4-1-1. 扶養親族追加 

（追加操作を選択した場合のみ表示されます） 

『社員登録 [家族]』にて、「扶養親族：対象外」となっている親族が表示されます。 

扶養親族に追加する家族を選択し、事由、異動日を入力のうえ、次へ進みます。 

 

 

※対象者が表示されない場合（「扶養に加える親族が表示されていない」を選択した場合）は、 

 別途家族情報の変更が必要です。 

 所定の変更手続きを行ってください。 

 

4-1-2. 扶養親族除外 

（除外操作を選択した場合のみ表示されます） 

『社員登録 [家族]』にて、「扶養親族：対象」となっている親族が表示されます。 

扶養から除外する親族を選択し、事由、異動日を入力のうえ、次へ進みます。 

 

 

※4-1. 扶養親族確認 にて「扶養親族を追加と除外」を選択した場合は、 

 4-1-1. 扶養親族追加、4-1-2. 扶養親族除外 を順に表示します。 
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4-2. 扶養親族確認2 

（扶養親族情報が登録されていない場合のみ表示されます（*1）） 

表示内容を確認のうえ、そのまま申告するか、扶養親族を追加するかを回答します。 

 

 

※「扶養親族を追加」を選択した場合は、4-1-1. 扶養親族追加 を表示します。 

 

（*1） 

ここで言う扶養親族とは、『社員登録 [家族]』に登録されている以下の対象者を指します。 

 ・該当年12/31時点で「扶養親族：対象」である。 

 ・該当年1/1～12/31に死亡しており、「扶養親族：対象」である 

 

4-3. 他の所得者が控除を受ける扶養親族等の確認 

同一生計内に所得者が２人以上いる場合に、あなた以外の所得者が控除を受ける扶養親族がいるか 

について回答します。 
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4-3-１. 他の所得者が控除を受ける扶養親族等の入力 

（４-３. にて「いる」を選択した場合のみ表示されます） 

あなた以外の所得者が控除を受ける扶養親族について入力します。 

 

 

「追加する」をクリックすると、４-３-１-１. 扶養親族の入力画面が表示されますので、必要事項を 

入力してください。 
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4-４. 扶養親族の公的年金 

公的年金を受給している扶養親族を選択します。 

 

 

4-５. 扶養親族の所得見積 

扶養親族の当年度の所得見積額（収入金額から74万円を控除した金額）を入力します。 

 

 ※所得金額が62万円を超える場合は扶養の対象とならないため、62万円を超える金額は入力 

 できません。（年齢が19歳以上23歳未満の場合、123万円を超える金額は入力できません。） 

 前の質問に戻り、対象者を扶養から除外してください。 

 

「入力」をクリックすると、４-５-１. 所得見積の入力画面が表示されますので、必要事項を入力して 

ください。 

 

 公的年金を受給していない扶養親族の場合 

 

 

 

 

翌年 

翌年 
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 公的年金を受給している扶養親族の場合 

 

 

 

翌年 
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4-６. 扶養親族の住所居所 

表示される住所情報を確認のうえ、必要に応じて変更し、次へ進みます。 

 

 

「変更」をクリックすると、４-６-１. 住所居所の変更画面が表示されますので、必要事項を入力して 

ください。 

選択する扶養親族の条件により、入力内容が異なります。 

 

 １６歳以上 
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 １６歳未満 

 

   

 

5. 障害者 

 

5-1. 障害者情報登録 

障害の状態又は交付を受けている手帳などの種類と交付年月日、障害の程度(等級)などを入力します。 
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6. 確認画面 

1.～5. で申告した内容が表示されますので、内容を確認のうえ、問題ない場合は提出します。 

 

 

 

 

・訂正が必要な場合は、「1つ前の質問へ戻る」もしくは「ナビゲーション」を使用し、変更する画面 

まで戻ります。 

・提出後は、申告内容を変更できなくなります。 

提出後に変更が必要になった場合は、人事担当者へ連絡してください。 

 

 

 

翌年 
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